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厳
し
い

獣
医
師
確
保

一
昨
年
の
12
月
、
道
内
の
養

鶏
場
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
罹
患
し
た
鶏
が
確
認

さ
れ
、
極
寒
の
中
28
万
羽
を
殺

処
分
す
る
と
い
う
大
変
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
の
が
公

務
員
獣
医
師
の
皆
さ
ん
で
す
。

し
か
し
、
公
務
員
獣
医
師
は
、

保
健
福
祉
部
や
農
政
部
な
ど
で

の
必
要
数
５
３
６
名
に
対
し
、

４
６
６
名
し
か
配
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
70
名
が
欠
員
な
の
で
す
。

さ
ら
に
、
産
業
動
物
獣
医
師

に
つ
い
て
も
７
３
５
名
が
現
場

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
再

雇
用
や
嘱
託
獣
医
師
な
ど
で
何

と
か
確
保
し
て
い
る
実
態
で
あ

り
、
本
道
の
酪
農
・
畜
産
の
安
定

的
な
発
展
を
図
る
上
で
、
獣
医

師
の
確
保
は
極
め
て
重
要
な
課

題
な
の
で
す
。

就
学
資
金
を

提
案

今
回
私
は
、北
海
道
獣
医
師
会

や
共
済
組
合
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
を
行
い
、
獣
医
師
確
保
に

向
け
て
「
修
学
資
金
を
貸
し
付

け
、
獣
医
師
を
確
保
す
る
」
こ
と

を
提
案
。
知
事
か
ら
は
、「
就
学

資
金
の
活
用
も
含
め
、
獣
医
師

確
保
に
向
け
、
関
係
団
体
等
と

連
携
し
検
討
の
場
を
設
け
る
」

と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

今
後
、
道
が
主
体
的
役
割
を

担
い
、
北
海
道
獣
医
師
会
や
共

済
組
合
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
重

ね
、
北
海
道
の
酪
農
・
畜
産
を
支

え
る
獣
医
師
が
確
保
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

減
り

続
け
る

農
家
戸
数

高
橋
知
事
が
就
任
し
た
の
が
、

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
。
知

事
就
任
か
ら
15
年
で
33
万
人

の
人
口
が
減
少
し
、
旭
川
市
の

人
口
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
り
、

ほ
ぼ
旭
川
市
が
消
滅
し
た
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

同
時
に
、
農
家
戸
数
も
大
き

く
減
少
し
、
高
橋
知
事
就
任
時

の
農
家
戸
数
は
５
万
９
０
８
０

戸
、
現
在
は
３
万
６
３
０
０
戸

と
、
知
事
在
任
中
に
２
万
２
７

８
０
戸
も
離
農
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
に
追
随
し
、
新
た

な
国
際
環
境
下
に
あ
っ
て
、
競

争
力
強
化
と
い
い
な
が
ら
、
規

模
拡
大
を
強
力
に
推
し
進
め
、

小
規
模
農
家
を
切
り
捨
て
た
結

果
な
の
で
す
。
私
は
家
族
経
営

で
、
小
規
模
農
家
で
あ
っ
て
も

持
続
的
に
営
農
が
続
け
ら
れ
る

支
援
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

危
険
な

Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

政
府
は
、
欧
州
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
系
チ

ー
ズ
を
年
３
万
１
千
ト
ン
輸
入

す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

政
府
の
説
明
で
は
、
国
産
の

生
産
拡
大
と
両
立
で
き
る
範
囲

内
に
留
め
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

仮
に
３
万
１
千
ト
ン
の
チ
ー
ズ

が
す
べ
て
外
国
産
に
置
き
換
わ

る
と
し
た
ら
、
北
海
道
酪
農
に

は
大
き
な
影
響
が
出
ま
す
。

私
の
試
算
で
は
、
３
万
１
千

ト
ン
の
チ
ー
ズ
を
生
乳
に
換
算

す
る
と
10
倍
の
31
万
ト
ン
が

必
要
で
、
こ
れ
を
生
産
す
る
に

は
家
族
経
営
酪
農
の
５
０
０
戸

以
上
に
相
当
す
る
量
な
の
で
す
。

し
か
し
、
国
も
道
も
乳
製
品

の
消
費
が
拡
大
し
、
影
響
は
限

定
的
と
強
弁
し
て
お
り
、
今
回

の
質
問
で
も
道
は
、「
道
産
乳
製

品
の
消
費
拡
大
や
、
チ
ー
ズ
工

房
へ
の
品
質
向
上
な
ど
の
支
援

す
る
」
こ
と
だ
け
に
こ
だ
わ
り
、

認
識
の
甘
さ
を
指
摘
し
ま
し
た
。

産業動物及び公務員獣医師確保に向け

新たな検討の場を設置
一
般
質
問
で
獣
医
師
確
保
や
農
業
政
策
な
ど
で
知
事
を
追
及
（
３
月
８
日
）
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第
１
回
定
例
道
議
会
は
、
２

月
21
日
（
水
）
に
開
会
、
平
成

30
年
度
北
海
道
予
算
、
言
語
と

し
て
の
手
話
の
認
識
の
普
及
等

に
関
す
る
条
例
、
障
が
い
者
の

意
思
疎
通
支
援
条
例
、
民
泊
条

例
、
自
転
車
条
例
、「
旧
優
生
保

護
法
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
優

生
手
術
に
対
す
る
補
償
等
の
早

期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」
な

ど
を
可
決
し
、
３
月
20
日
（
火
）

に
閉
会
し
ま
し
た
。

依
然
と

厳
し
い

道
財
政

平
成
30
年
度
道
予
算
案
は
、

一
般
会
計
２
兆
７
４
９
８
億
円
、

特
別
会
計
１
兆

１
１
８
６
億
円

の
合
計
３
兆
８

６
８
４
億
円
。

一
般
会
計
は
前

年
度
当
初
予
算

と
比
べ
微
減
で

す
が
、
特
別
会

計
は
国
民
健
康

保
険
の
都
道
府

県
化
に
伴
い
国

保
事
業
特
別
会

計
が
５
千
億
円

規
模
で
設
置
さ

れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
前
年
比

７
２
．
６
％
の

大
幅
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
税
収
入
は
伸
び
悩

み
、
地
方
交
付
税
は
減
少
し
続

け
た
結
果
、
道
債
へ
の
依
存
度

は
２
３
．
９
％
と
２
年
続
け
て

上
昇
。
30
年
度
末
の
道
債
残
高

見
通
し
は
５
兆
７
８
０
０
億
円

と
、
な
お
も
巨
額
で
、
危
機
的
、

綱
渡
り
の
財
政
運
営
で
す
。

知
事
目
線
は

中
央
ば
か
り

知
事
は
、
30
年
度
予
算
の
重

点
政
策
を
「
未
来
創
生
予
算
」
と

名
付
け
、「
人
口
減
少
の
危
機
突

破
に
向
け
、
地
域
創
生
の
成
果

を
確
か
な
も
の
に
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
発
想

は
、
次
々
に
目
先
ば
か
り
を
変

え
迷
走
を
重
ね
る
政
府
の
地
方

創
生
に
、
翻
弄
さ
れ
る
地
域
の

思
い
と
は
、
か
け
離
れ
た
も
の

で
あ
り
、
就
任
以
来
15
年
を
経

過
し
て
も
、
地
域
に
足
を
つ
け

ず
、
中
央
に
ば
か
り
目
が
向
く

知
事
の
道
政
運
営
の
姿
勢
が
反

映
さ
れ
た
も
の
で
す
。

生
活
基
盤
は

危
機
的
状
況

地
域
で
は
、
暮
ら
し
て
い
く

基
盤
で
あ
る
医
療
、
子
育
て
、

介
護
な
ど
が
危
機
的
状
況
に
あ

り
、
暮
ら
し
や
産
業
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
公
共
交
通
が
揺

ら
い
で
い
ま
す
。
特
に
、
一
昨

年
秋
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
表
明
し

た
路
線
問
題
を
巡
る
道
の
対
応

は
依
然
と
し
て
主
体
性
を
欠
い

た
ま
ま
で
１
年
半
近
く
が
経
過

し
、
道
民
や
地
域
の
懸
念
は
深

ま
る
ば
か
り
で
す
。

さ
ら
に
高
齢
化
の
進
展
で
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
人
手
不
足

が
加
速
し
、
医
療
や
福
祉
に
と

ど
ま
ら
ず
、
運
輸
交
通
や
商
業

な
ど
、
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

欠
か
せ
な
い
機
能
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
提
案
さ
れ
た
予

算
案
で
は
、
こ
う
し
た
山
積
す

る
課
題
へ
の
具
体
的
で
実
効
性

の
あ
る
対
策
は
不
十
分
で
す
。

会
派
は
、
本
会
議
に
お
け
る

代
表
質
問
・
一
般
質
問
、
予
算
特

別
委
員
会
を
通
じ
、
Ｊ
Ｒ
路
線

問
題
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
対

策
、
各
分
野
で
の
人
材
確
保
策
、

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
、
観
光

施
策
、
国
際
交
渉
へ
の
対
処
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
な
ど
に
つ
い
て

論
議
を
展
開
。
し
か
し
知
事
の

答
弁
は
、
難
局
を
打
破
す
る
意

欲
に
欠
け
、
道
民
の
先
頭
に
立

っ
て
北
海
道
の
未
来
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
方
向
性
も
熱
意
も

伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
議
論
経
過
な
ど
か

ら
私
た
ち
会
派
は
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
を
提

出
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

新
た
に

制
定
さ
れ
た

条
例

▼
北
海
道
債
権
管
理
条
例
▼
北

海
道
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

▼
北
海
道
障
が
い
者
の
意
思
疎

通
の
総
合
的
な
支
援
に
関
す
る

条
例
▼
北
海
道
言
語
と
し
て
の

手
話
の
認
識
の
普
及
等
に
関
す

る
条
例
▼
北
海
道
自
転
車
条
例

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
の

誘
致
に
関
す
る
決
議
▼
高
齢
者

や
若
年
成
人
等
の
消
費
者
被
害

を
防
止
・
救
済
す
る
実
効
的
な

消
費
者
契
約
法
改
正
を
求
め
る

意
見
書
▼
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
た
推
薦
に
関
す
る
意
見

書
▼
根
室
海
峡
海
域
に
お
け
る

ロ
シ
ア
連
邦
ト
ロ
ー
ル
漁
船
に

関
す
る
意
見
書
▼
旧
優
生
保
護

法
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
優
生

手
術
に
対
す
る
補
償
等
の
早
期

解
決
を
求
め
る
意
見
書

第
１
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
21
日
～
３
月
20
日
）

手
話
条
例
及
び
意
思
疎
通
条
例
の
同
時
制
定
を
喜
ぶ
北
海

道
ろ
う
あ
連
盟
の
皆
さ
ん
と
記
念
撮
影
（
３
月

日
）
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�
C

歩
く
ス
キ
ー
大
会
で
ス
タ
ー
タ

ー
を
務
め
る
（
２
月
25
日
）

JR 四国の観光列車を視察（2 月 1 日）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
３
月
）

美瑛町農民連盟定期総会（3 月 3 日） 全上川農民連盟定期総会（2 月 5 日）

恒例となっている新春街宣活動（1 月 2 日）

士別市消防出初式（1 月 6 日）

士別市新年交礼会での鏡開き（1 月 5 日）

占冠消防出初式（1 月 5 日）

�
E

創
成
自
治
会
の
麻
雀
大
会
に
参

加
（
３
月
11
日
）

富良野消防出初式（1 月 7 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
７
日
【
士
別
市
成
人
式
】

▼
今
年
士
別
市
で
成
人
を
迎
え

る
の
は
１
５
８
名
の
皆
さ
ん
。

式
典
に
先
立
ち
、
柴
山
さ
ん
と

青
木
さ
ん
に
よ
る
琴
及
び
国
井

さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
ま
た

安
川
前
教
育
長
か
ら
は
高
村
幸

太
郎
の
「
私
は
青
年
が
好
き
だ
」

の
朗
読
な
ど
で
、
新
成
人
を
お

祝
い
し
た
▼
式
典
で
は
、
及
川

優
也
さ
ん
と
吉
越
優
来
さ
ん
に

よ
る
市
民
憲
章
の
朗
唱
に
始
ま

り
、
牧
野
市
長
か
ら
の
贈
る
言

葉
、
私
か
ら
は
「
目
標
を
持
つ
、

ま
わ
り
を
見
る
余
裕
を
持
つ
、

ふ
る
さ
と
を
思
う
」
な
ど
と
挨

拶
。
結
び
は
新
成
人
を
代
表
し

鴇
朱
音
さ
ん
の
誓
い
の
言
葉
で

式
典
を
終
え
た
。

◆
１
月
12
日【
宗
谷
線
ブ
ロ
ッ
ク

定
期
総
会
】
▼
全
上
川
農
民
連
盟

宗
谷
線
グ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
外

川
悟
議
長
）
の
定
期
総
会
に
出

席
▼
外
川
議
長
は
、「
こ
の
一
年

中
央
要
請
に
明
け
暮
れ
た
一
年

だ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
農
業
政
策

に
と
っ
て
厳
し
い
一
年
で
あ
っ

た
。
国
の
農
政
改
革
は
、
ど
の
方

向
に
我
々
を
持
っ
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
し
っ
か
り
見

極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

挨
拶
さ
れ
、
私
か
ら
は
政
府
が

昨
年
暮
れ
に
発
表
さ
れ
た
日
Ｅ

Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
影

響
結
果
に
つ
い
て
、「
関
税
が
撤

廃
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
農
産
物

の
販
売
額
が
下
が
り
、
生
産
額

が
減
少
す
る
と
し
て
い
る
が
、

国
が
コ
ス
ト
削
減
対
策
や
品
質

向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
れ
ば
、

生
産
量
は
減
少
し
な
い
と
し
て

い
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。
生
産
額
が
下
が
れ
ば
、
そ

の
作
物
を
作
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
る
」
と
指
摘
し
、
国
際
貿
易

交
渉
に
反
対
す
る
決
意
を
お
話

し
し
た
。

◆
２
月
19
日【
根
室
線
存
続
要
請
】

▼
南
富
良
野
町
議
会
（
伊
藤
健

議
長
）、
占
冠
村
議
会
（
相
川
繁

治
議
長
）、
新
得
町
議
会
（
菊
地

康
雄
議
長
）
の
21
名
の
皆
さ
ん

が
道
議
会
に
来
庁
し
、
平
成
28

年
８
月
の
大
雨
災
害
で
不
通
と

な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｒ
根
室
線
の

東
鹿
越-

新
得
間
の
早
期
復
旧

を
求
め
る
要
請
書
」
を
お
受
け

し
た
▼
不
通
と
な
っ
て
い
る
東

鹿
越-

新
得
間
の
早
期
復
旧
を

図
る
理
由
と
し
て
、
道
北
・
中
空

知
圏
と
道
東
圏
を
結
ぶ
幹
線
、

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
に
よ
る

足
の
確
保
、
学
生
・
交
通
弱
者
の

足
の
確
保
な
ど
を
あ
げ
ら
れ
、

鉄
路
の
早
期
復
旧
と
存
続
を
求

め
ら
れ
た
。

◆
３
月
11
日【
東
日
本
大
震
災
か

ら
７
年
＆
温
根
別
冬
ま
つ
り
】

▼
今
日
は
か
つ
て
私
た
ち
が
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
東
日
本
大

震
災
か
ら
７
年
。
い
ま
だ
復
興

は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
発
事

故
に
よ
る
影
響
で
ふ
る
さ
と
に

帰
還
も
で
き
な
い
。
一
日
も
早

い
完
全
復
興
と
原
発
に
依
存
し

な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
今
年
で
26

回
目
と
な
る
「
温
根
別
冬
ま
つ

り
（
寺
崎
徳
仁
実
行
委
員
長
）
」

に
参
加
。
今
日
は
、
素
晴
ら
し
い

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
皆

さ
ん
で
賑
わ
っ
た
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u

c
h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
財
務
省
は
、
森
友
学
園
へ
の

国
有
地
売
却
に
あ
た
り
、
公
文

書
を
書
き
換
え
（
改
ざ
ん
）
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
▼
公

文
書
は
、
行
政
の
仕
事
を
記
録

に
残
し
、
事
後
に
そ
の
仕
事
が

国
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
か
を
検
証
す
る
た
め

に
重
要
な
書
類
だ
。
そ
れ
を
改

ざ
ん
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
歴

史
を
歪
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
同
時
に
、
犯
罪
行
為
で
あ
る

▼
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
改
ざ
ん

し
た
の
か
、
そ
の
こ
と
が
国
民

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
国

民
に
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
▼
政

治
は
緊
張
感
が
大
事
だ
。
緊
張

感
が
な
く
な
っ
た
政
治
は
腐
敗

す
る
。
そ
う
考
え
る
と
安
倍
政

権
は
末
期
に
近
づ
い
て
い
る
。

政
権
交
代
で
き
る
環
境
を
早
急

に
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ

て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

（
ゆ
う
こ
う
）

士別市成人式であいさつ

宗谷線ブロック定期総会

根室線存続の要請

温根別冬まつりであいさつ


